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曳舟駅前地区と周辺の市街地整備の動向
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京成曳舟駅前東第三地区

（0.7ha 権利者数53名）

H19.8準備組合設立

京成曳舟駅前東第一地区

（0.4ha 権利者数６名）

H19.2竣工（組合施行）

住市総（北部中央）
整備計画区域184ha

住市総（京島2・3丁目）
整備計画区域25ha

優先路線・補助326号線
（区施行）

優先路線・放射32号線
（都施行）

京島三丁目地区

（防災街区整備事業検討地区）

（0.2ha 権利者数14名）

京成曳舟駅前東第二南地区

（0.5ha 権利者数46名）

H19.11組合設立認可

京成曳舟駅前東第二北地区

（再開発事業検討地区）

（0.5ha 権利者数７名）

東武曳舟駅周辺

まちづくり計画検討地区

曳舟駅

曳舟駅前地区

（2.8ha  権利者数272人）
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〔事業概要〕

○都心から東北東約7ｋｍにある都内有数の密集市街地であり、

墨田区北部広域拠点の中心として、公共施設整備と併せて良好

な住環境の創出、地域商業の活性化を図るとともに、駅前に相

応しい土地の高度利用、防災性に優れたまちづくりを実現。

・所 在 地 東京都墨田区京島一丁目他

・事業手法 第一種市街地再開発事業

・施 行 者 機構

・施行面積 約2.8ha

・事業期間 平成15年度～平成21年度（予定）

・総事業費 約390億円

・権利者数 272人

・延床面積 約137,800㎡（商業施設、住宅等）

事業化のためのコーディネート（計画・構想段階）

市街地再開発事業（法定再開発事業段階）

コーディネートを実施（Ｈ6～ Ｈ15）

○基本計画案の策定、公共団体及び地権者の意向の調整など

Ｈ13．11 都市計画決定

公共団体（墨田区）・地権者が、機構に協力要請

Ｈ15．11 事業計画認可

Ｈ16． 9 権利変換計画認可

Ｈ17．10 工事着工

○民間の参画がなかった保留床について、機構がUR賃貸住宅と

して供給

公共団体（東京都・墨田区）から施行の要請
○23区による市街地再開発事業の施行実績ゼロ

建築物の整備と保留床処分の実施にあたっては、民間事業者

に事業参画意向を確認した上で、その後公募により民間事業者

を決定。（大型商業施設部分、分譲住宅部分）

民間事業者による事業参画

○複雑な権利関係の調整、公共施設整備等を伴い、再開発施行者

としてのノウハウとマンパワーが必要なため、公共団体や民間

では実施困難

○京成押上線連続立体化事業について、都、区、京成電鉄等との

調整が必要

当地区は都内有数の密集市街地であり、防災性の向上が急務

密集市街地の改善・不燃化促進、高度利用等により、
安全で安心、かつ活気あふれる墨田区北部広域拠点を整備

《従 前》

商業施設棟
＜民間事業者＞

住宅Ｓ棟
＜権利者住宅・ＵＲ賃貸・

区ｺﾐｭﾆﾃｨ住宅＞

住宅Ｎ棟
＜権利者住宅・

民間分譲住宅等＞

《従 後》

密集した木造住宅等 ・ 非常に狭い路地
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従前図 東京都市計画曳舟駅前地区第一種市街地再開発事業 （東京都墨田区）

凡例

施行地区境界

視察ルート（徒歩）
視察ルート（バス）
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従後配置図 東京都市計画曳舟駅前地区第一種市街地再開発事業　　　（東京都墨田区）
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